
～やさしい香りが疲れた体を癒してくれます～�

I n t e r n a t i o n a l  C o r n e r

キャサ
リンの

　みなさん、こんにちは！�

　早速ですが、みなさんは毎日のお仕事や

いろいろなストレスで疲れていませんか？

そんな疲れた体や心をやさしい香りでいや

してくれるのが「アロマセラピー」です。�

　今年の５～６月に、アルタ白石で「アロ

マセラピー教室」が開催されました。たっ

た５回の教室でしたが、すっかりアロマの

香りに魅せられてしまった数名が、「５回

だけじゃ物足りない！」と、教室終了後に、

このサークルを立ち上げたわけです。�

　現在、メンバーは６名。講師は教室に引

き続き、アロマコーディネーターの佐藤美

帆さん。毎月第１、第３木曜日に、アルタ

白石でアロマの香りを楽しんでいます。�

　みなさんも、すてきな「アロマセラピー」

の世界を楽しんでみませんか？興味のある

方は、ぜひご連絡ください。�

マイ�
サークル�
アロマセラピーサークル�
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　アルタ白石　025-3720
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市民文芸�
応募方法�
一人俳句三句、短歌三首、川柳三句以内。はがきに作品・住所・氏名・応募する壇名をはっきり書
き、〒989-0257白石市字亘理町37-3、白石市情報センターへ。はがき1枚に短歌、俳句、川柳の
併記は不可。毎月15日締め切り。�
Ｅメールでも応募できます。（koho@city.shiroishi.miyagi.jp）�

評

シドニーでは、各学校で、学年ごとに楽しい合宿や、
私が通っていた女子校のように厳しいサバイバル訓練の
ようなキャンプが開催されます。今月は、一番思い出に
残っている中学校３年生のときのキャンプについて簡単
に書きます。
同級生は約240人。２、３組に分かれて代わる代わる
キャンプに行かせられました。登山用の大きなリュック
サックを背負って、電車と船で島の山奥に行きました。
キャンプ場にたどり着いた私たちは、キャンプの日程を
聞きながら、これからの３日間はきっと辛いだろうと皆
が思いました。
これからシャワーを浴びる機会がないことを知り、リ
ュックサックから着替えを取ってキャンプ場で預かって
もらいました。その代わりに、テント、寝袋、キャンプ
用のガスストーブ、肉や野菜や米やラーメンなどのすぐ
料理ができる食品、トイレットペーパーなどを詰め込み
ました。びっくりするかもしれませんが、皆が使う便器
まで持って行きました。便器を背負う責任者はくじで決
め、私はくじがはずれてほっとしました。
岩登りや、アプザイレン（ザイルを使って岩壁を下降
すること）をしたり、綱渡りをしたりと軍隊訓練のよう

なことをさせられました。それぞれの場所に移動する唯
一の交通手段はカヌーでした。目的地も分からず、ただ
指導者の後ろについて行きました。陸地が見えない海の
真ん中に漂っていると、この地球で人間は本当に小さく
思えて、無力感を悟りました。夜にキャンプファイアを
囲もうとしても、皆が疲れていて、早めにテントを張っ
て寝てしまうのも普通のことでした。
３日目の朝、目が覚めたらテントのドアの近くに寝て
いたはずの友達がいなくて、テントの外でぐっすり寝て
いた姿を発見しました。私たちは坂にテントを張ってし
まったので、夜中に奥の人がだんだん下のほうに滑った
せいで、押し出してしまったのです。
次の夜は、墓地の中で寝ましたが、テントの近くに穴
を掘ってトイレにするのは臭いので、墓地の奥に穴を掘
りました。しかし、夜そこまで行くのは怖くて、皆朝ま
で我慢していました。
ずっとキャンプのことを嫌いだった私も、振りかえっ
てみると確かに辛い経験だったけど、楽しい思い出にな
りました。しかし、今、キャンプに誘われても私はちょ
っと…。

①白石市いきいきプラザ（南側）� ②白石市中央公民館（南側）�

沢端川�

いきいきプラザ�

専用集積所�
専用集積所�

東
北
本
線�

中央公民館�

いきいきプラザと中央公民館の敷地内に�

資源ごみ専用集積所を開設します�
いきいきプラザと中央公民館の敷地内に�

資源ごみ専用集積所を開設します�
　一般家庭の皆さんが、資源ごみ（びん類など）をより出しやすくするため、10月５日（日）より、いきいきプラザ
と中央公民館の敷地内に専用の集積所を設置します。有効にご活用ください。�
■対 象 物　一般家庭から排出される次の資源ごみ�
　　　　　　・ペットボトル�
　　　　　　・紙類（新聞紙、雑誌・本、衣類、ダンボール、紙パック類、雑紙類）�
　　　　　　・缶類�
　　　　　　・びん類（無色透明、茶色、その他）�
　　　　　　　※びん類は専用のボックスで回収しますので、資源ごみの袋に入れないで結構です。�
■日　　時　毎週日曜日　9:00～12:00

　※資源ごみは、「ごみの分別・出し方ガイドブック」のとおり分別して出してください。G生活環境課　022-1314

と
ん
ぼ�


